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2016年APAA参加報告

１．APAAの概要
筆 者 は こ の 度 APAA（Asia Patent 

Attorneys Association）に初めて参加しま
したので、その様子をお伝えします。

2016年APAAの開催地はインドネシア・
バリ島。参加者は過去最多の約1,500名。リ
ゾート地での開催は人気が高いようです。ア
ジア・オセアニアからの参加者が大多数を占
めますが、欧米からの参加者や、24時間以上
かけて何本ものフライトを乗り継いで来た南
米からの参加者も。日本人が最多で約200
人、インド人約160人、韓国人約140人と続き
ます。（なお、APAAでは中国からの参加は
認められていません。）

土曜のOpening Ceremonyで開会し、火曜
のFarewell Banquetまでの４日間。フライ
トにより到着日や出発日は様々で、早く帰っ
てしまう参加者もいます。

２．ミーティングの様子
APAAでは様々なテーマの委員会やワー

クショップが開催されていますが、多くの参
加者は会場や公認ホテルで個別打合せをして
います。１時間単位で予定を組む場合、午前
に３つ、午後に４つ程度の打合せを入れるこ
とが可能で、中には昼食時に打合せを入れる
人も。会期中に20以上の打合せを行うことも
珍しくありません。

打合せの数を競うことに意味はありません
が、海外弁理士の知人や、仕事上の取引があ
る弁理士と効率的に情報交換できる意義は大
きいと感じます。

面識がある人との待ち合わせはよいのです
が、APAAで初めて顔を合わせる場合は注
意が必要です。同じように顔を知らない人と
待ち合わせをしている人が周りにはいますの
で、相手を見つけるのに苦労する場合も。事
前にウェブサイトで相手の写真を確認した
り、大きく名前を書いた紙を持参したりする
などの工夫が必要です。

何らかの事情で、待ち合わせ時間になって
も相手が来ないこともあります。そんなとき
は、同じように近くで待っている人から声を
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掛けられ、待ち時間に自己紹介をすること
も。また、会期中、会場と公認ホテルの間で
はシャトルバスが運行され、隣に座った参加
者と名刺交換しながら、10分程度の短い時間
にお話しすることもあります。

公式イベントとしてほぼ毎晩開催されるレ
セプションには、1,000人以上が参加。互い
の参加を知らなかった知人とばったり顔を合
わせることや、知人経由で別の代理人を紹介
してもらうことも。

３．エクスカーション
３日目に行われるエクスカーションでは、

火山や湖などの自然観光、寺院巡り、サイク
リング、ヨガ、スパ、ゴルフコンペなど、多
くのプログラムが準備されており、参加者は
事前に登録した希望のプログラムに参加しま
す。

全ミーティング終了後にエクスカーション
が行われると、忙しい参加者はエクスカーシ
ョンに参加せず帰国してしまいますが、会期
中にエクスカーションが行われるAPAAで
は参加率も高くなります。

同じバスで終日行動を共にすることによっ
て、海外弁理士との親睦も深まります。

４．むすび
帰国後、出張中に溜まっていた仕事をこな

しながら、APAAで打合せをした人へ御礼
メールを送ります。１時間も話せば互いに十
分理解できるので、打合せ打診メールを送る
ときに比べれば気軽に御礼メールを送ってい
る自分に気付きます。海外弁理士との距離が
縮まったと感じ、また来年も参加しようと感
じる瞬間でもあります。
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